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	１．はじめに
	地震研究所は，地震計をはじめとする多種類の観測機材を多数所有し（部品を含めて100種類以上，5,000個以上），全国の研究者と共同で地震・火山現象等を包括的に理解するために様々な観測を実施している．例えば，地震観測では，地震計，データーロガー，給電装置，通信機器などの機材を観測点数分準備する．機材の組み合わせは観測の目的に応じて多くのパターンがあり，さらに同じ型番の機材を複数人が同時に他の場所で使用することもあるため，機材を効率的に運用・管理するためには各機材の現在の状態や使用履歴，将来の使用予定...
	図1　機材の運用例
	これまでこれらの情報は，地震や火山といった研究者の専門分野を単位として個別に管理簿を作成し管理していたため、管理簿のフォーマットが異なっていた．一人の技術職員は複数の専門分野を担当しており，担当する機材が多いと，在庫管理のための情報入力だけでも多くの時間を割くことになるし，間違う可能性も高くなる．また，同じ機種が多数ある場合や，多人数で機材を運用・管理する場合は，管理者間の情報の齟齬や使用予約のダブルブッキングなどのエラーの発生を防ぐためにも，情報の共有が重要となる．そこで，機材管理システムの開発...
	２．システムの設計と開発
	３．βテスト
	４．手順書の作成と本運用の開始
	5．まとめ




